
発行日 令和 7年 4月 25 日

岩手県立軽米病院

地域医療福祉連携室だより

ようやく春めいた日差しも届きはじめる 4月になりました。

令和 7年度を迎え、新しいスタッフも多数揃いました。皆さん、よろしく

お願いいたします。

軽米病院は地元の一次二次救急を担い、県北地域の慢性期医療を支える病院として、多くの

皆様から患者さんを紹介していただいております。本当にありがとうございます。

昨年から「働き方改革」が始まり、時間外労働時間の上限規制が適用され始め、どの業界も

人が足りない現実が現れています。さらに少子化高齢化が叫ばれ、地元の若い人たちが少なく

なる中、高齢者の介護の担い手も少なくなっております。国は在宅療養を進めようとしていま

すが、そもそも人や医療資源の少ない地域では無理な話でもあります。

近隣の地域では訪問診療を進めるもの、訪問看護ステーションを構えるものなど多数の取

り組みが行われております。当院としては、各地の病院や介護施設等と連携・協力し合って患

者さんを受け入れ、身体の治療・回復やＡＣＰの取り組みなどに努めてまいりたいと考えてお

ります。そして、この地域にとって「あったらいい病院」ではなく、「なくてはならない病院」

を目指していきますので、温かく見守っていただければ幸いです。

私たちは、地域に根ざした医療の実践と地域の保健・福祉との連携に

より、住民に信頼され親しまれる病院、地域づくりに貢献する病院を目

指します。

軽米病院の基本理念


